
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 ： 菅野 嘉洋 会長  

今日は「米山記念奨学事業の研修会に参加し少し感動してきました」とい 

うお話をしたいと思います。 

9/27に仙台で行われた米山記念奨学会地区研修会に参加してきました。 

米山記念奨学事業については既にご存じの皆様も多いと思いますが、あら

ためてざっくりと説明いたしますと、日本で学ぶ外交人留学生に奨学金を

支給し支援する事業です。 

海外で学ぼうとする日本人のための、ということではなく日本で学ぼうと 

する外国人のための、というのが大きなポイントです。 

米山記念奨学事業の理念としては「豆辞典」によると、日本と世界との平和

の架け橋になる人材を育てること、そして国際理解と親善に寄与すること、というようなことが記されて

おります。 

正直私は今まであまりピンと来ておりませんでした。日本とあまり関係の良くない国の留学生を支援す

るのもなんだか釈然としないなあ、恥ずかしながらその程度の印象でした。 

ただその印象は今回の研修会に行ってみたことで少し変わりました。 

研修会の中で米山奨学生のスピーチの時間がありました。ドイツから留学している男性と中国から留学

している女性 2名のスピーチでした。 

どちらもたどたどしい日本語でのスピーチでしたが、そこにあったのはただただ純粋な米山記念奨学事

業への感謝と学べることへの喜びでした。いいおじさんになったからでしょうか、その純粋さというか素

朴さになんだか少し感動してしまいました。 

そこで思ったのは、外国人留学生を受け入れること、その受け入れることこそが米山記念奨学事業の肝と

いうか神髄なのではないだろうか、ということです。 

受け入れることにより、外国人留学生にロータリーの日本の良さを理解してもらうことができます。私た

ちはその留学生とその国について理解しようとする機会を得ます。もしその留学生を心から応援できる

ような絆を育むことができるようであれば、きっと私たちにとっても成長できる機会になるのではない

か、なんていうことを思いました。純粋な感謝の気持ちを表されて、心を打たれない会員はいないと思い

ます。 

また先ほど国と国との関係があまりよくない地域の留学生に支援するのは釈然としないという話をしま

したが、だからこそではないかと思います。だからこそ米山の制度は意義があるのではと。国同士の関係

でいろいろあったとしても、米山で育まれた関係は消えることなく残るでしょう。国同士の関係が悪化し

たときにこそ、民間のレベルで理解、信用できる相手がいれば印象は大分違ってきます。そのような関係
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を築くことができることが、米山の制度の大きな意義を持つ部分ではないでしょうか。 

留学生にもいろんなタイプの人間がいると思うので、一概に感動できる話が聞けるわけではないと思い

ますが、米山奨学生のお話をどこかの機会で皆様と聞くことができたらと思います。 

今月はロータリーの米山月間でもあります。先日「豆辞典」も配布されました。この機会にでも米山記念

奨学事業とちょっと向きあってみてもいいのではないでしょうか。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

            ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

 無 し 

 

◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

★ 三田地大悟会員 ：  野球部より  

               １０月１６日２３日いずれも木曜日の１８時～１９時に野球の練習 

を行いますので多くの方のご参加お願いします。 

FAXでもご案内します。 

 

 

 

 

 

          ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

                 フリーアワー 

★ 陸前高田しみんエネルギー(株)  

代表取締役 大林孝典様 講話 

               茨城出身 ２００３年大学のサークル活動で陸前高田に歌を歌いに来たの 

がきっかけで「第二の故郷に」 

 

スライドを見ながらご講話頂きました。 

 

 

 

               

 

              大学卒業後 JICA入構を経て              

２０１５年陸前高田市職員として移住 

２０１８年陸前高田しみんエネルギー(株) 

立ち上げに市職員として携わる 

２０２１年市役所を卒業  

プレーヤーとして地域活性化に携わる 

 

 

 



 

   

 

 

市役所が半分出資 

  長谷川建設様等からの出資により 

  ２０１９年６月設立 

  市役所のすべての電気と６０社 

ほどに電気を供給 

 

 

 

 

     

 

 

 

   市全体で年間２０億円もの電気代 

が市外へ流出 

これを市内の再生可能エネルギー 

等を活用しながら流出を減らす 

 

      

 

 

 

 

 

 

   エネルギーの地産地消を図る為 

   計画中 

    小水力発電３ヶ所 

    資源循環型バイオガス発電 

 

 

 

 

 

 

 


